
政府の支援策

市場を開拓する

新生日本‐価値創造経済へ
　

や
せ
我
慢

か
ら

価
値
を
創
造

す
る
経
済
社
会
へ

―
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
産
業
政
策
は

「
守
り
か
ら
攻
め
に
転
じ
る
」

枝
野
幸
男
経
済
産
業

相

た
め
の
仕
込
み
が
進
む
。
被
災
地
の
復
興
を
支
え
つ

つ
旧
来
の
産
業
構
造
か
ら
の
転
換
も
見
据
え
新
生
日
本

の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
新
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
大
震
災
で
は
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
り
産
業
基
盤
で
あ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
の
ぜ
い
弱

性
が
露
見
し
た
が
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

好
機
に
す
る
と
い
っ
た
産
業
界
の
戦
略
も
見
え
て
き
た
。

「 ちいさな企業 未来会議」の設立総会

海
外
に
日
本
の
伝
統
工
芸
を
発
信
す
る
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ

都
内
百

貨
店
の
イ
ベ
ン
ト
を
視
察
す
る
枝
野
経
産
相

福島県の会津塗りブース

新電力ＰＰＳが存在感

小
規
模
企
業
復
権
に
力

伝
統
文
化
を
海
外
に
発
信

　
大
震
災
を
契
機
に
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
振
興
が
重
要
性

を
増
す
一
方
、
経
産
省
は
日
本

の
モ
ノ
づ
く
り
や
地
域
の
雇
用

を
支
え
る
中
小
・
零
細
企
業
の

復
権
に
力
を
注
ぐ
。
そ
の
一
つ

が
３
月
３
日
に
立
ち
上
げ
た

「

ち
い
さ
な
企
業

未
来
会

議
」
だ
。

　
わ
が
国
企
業
の

％
以
上
を

占
め
る
中
小
・
零
細
企
業
。
経

産
省
は
中
小
企
業
庁
を
軸
に
中

小
の
金
融
支
援
や
研
究
開
発
、

海
外
販
路
開
拓
と
い
っ
た
施
策

を
毎
年
打
ち
出
し
て
き
た
。
た

だ
、
政
策
は
比
較
的
経
営
規
模

が
大
き
い
中
堅
ク
ラ
ス
に
有
効

な
ケ
ー
ス
が
多
く
「
小
規
模
や

零
細
に
対
す
る
政
策
の
打
ち
出

し
が
弱
か
っ
た
」

経
産
省
幹

部

と
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
小
規
模
企
業
の
経
営
者
や
従

業
員
な
ど
の
生
の
声
を
通
じ

て
、
政
策
立
案
に
生
か
す
こ
と

を
狙
い
に
創
設
し
た
の
が
未
来

会
議
だ
。

　
こ
の
未
来
会
議
は
枝
野
経
産

相
の
肝
い
り
。
「
今
は

企
業

規
模
が

大
き
く
な
い
が
、
そ

の
中
か
ら
新
し
い
活
力
が
芽
生

え
、
今
ま
で
の
産
業
構
造
が
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
転
換
で

き
な
い
」
と
の
思
い
が
あ
る
。

全
国

カ
所
以
上
で
同
会
議
の

地
方
会
議
を
開
催
。
６
月
を
め

ど
に
議
論
を
整
理
し
、

年
度

の
政
策
立
案
に
反
映
さ
せ
る
意

向
だ
。

　
車
や
電
機
な
ど
輸
出
産
業
が

国
力
を
け
ん
引
し
て
き
た
日
本

に
と
っ
て
、
輸
出
競
争
力
が
低

下
す
る
円
高
の
定
着
は
、
日
本

と
海
外
で
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
を

再
編
す
る
判
断
を
経
営
者
に
迫

る
。

　
そ
こ
に
大
震
災
と
原
発
事

故
、
電
力
不
安
な
ど
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
が
重
な
り
空
洞
化
の
懸

念
が
加
速
し
て
い
る
。
わ
が
国

は
材
料
加
工
や
試
作
と
い
っ
た

技
術
を
幅
広
く
抱
え
る
町
工
場

が
集
積
す
る
が
、
国
内
外
メ
ー

カ
ー
が
日
本
を
産
業
拠
点
と
し

て
積
極
的
に
活
用
す
る
材
料
に

乏
し
い
。
立
地
補
助
金
な
ど
で

工
場
の
海
外
流
出
を
止
血
す
る

の
が
や
っ
と
だ
。

　
経
産
省
は
深
刻
化
す
る
空
洞

化
対
策
の
決
め
球
と
し
て
、
今

国
会
で
「
ア
ジ
ア
拠
点
化
推
進

法
」
の
成
立
を
目
指
す
。
国
内

に
外
資
の
研
究
開
発
拠
点
や
ア

ジ
ア
の
事
業
統
括
拠
点
を
呼
び

込
み
、
対
日
投
資
と
国
内
の
雇

用
を
生
み
出
そ
う
と
の
狙
い

だ
。
認
定
を
受
け
た
外
資
企
業

は
５
年
間

％
の
所
得
控
除
、

特
許
料
な
ど
の
減
免
、
資
金
調

達
支
援
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
。

同
法
案
と
並
行
し
て
進
め
る
外

資
の
立
地
補
助
で
は
、
研
究
開

発
拠
点
を
中
心
に

年

月
ま

で
に

社
を
認
定
し
た
。

　
地
域
で
幅
広
く
雇
用
を
生
み

出
す
に
は
「
生
産
拠
点
が
不
可

欠
」

シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究

者

な
だ
け
に
、
外
資
誘
致
に

関
し
て
は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
政

策
が
必
要
に
な
り
そ
う
だ
。
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地

位
を
確
立
す
る
な
ら
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
や
香
港
に
対
抗
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
欠
か
せ
な
い
。

被
災
地
な
ど
で
進
む
産
業
特
区

の
計
画
に
織
り
込
ん
で
「
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
を
創
り
上
げ
る
戦

略
」

同

が
、
有
効
と
の
見

方
も
あ
る
。

　
モ
ノ
づ
く
り
に
強
み
を
見
い

だ
し
て
き
た
日
本
だ
が
、
日
本

発
の
伝
統
工
芸
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
文
化
を
世
界
市
場
で
戦
え

る
産
業
の
柱
に
育
成
す
る
こ
と

を
目
指
す
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

も
重
要
政
策
の
一
つ
。
被
災
地

の
産
業
育
成
の
面
か
ら
も
そ
の

可
能
性
に
期
待
が
か
か
る
。

　
自
国
文
化
を
消
費
財
な
ど
に

乗
せ
海
外
発
信
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
韓
国
の
韓
流
が
先

例
。
経
産
省
は
そ
う
し
た
他
国

の
成
功
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、

地
域
活
性
化
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

供
給
な
ど
を
含
め
戦
略
を
練
り

直
し
５
月
を
め
ど
に
ま
と
め

る
。
大
震
災
を
契
機
に
被
災
地

の
伝
統
工
芸
品
な
ど
は
、
む
し

ろ
注
目
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、

市
場
開
拓
や
販
路
を
広
げ
る
国

の
後
押
し
が
望
ま
れ
る
。

　
枝
野
経
産
相
は
大
震
災
前
ま

で
の
産
業
政
策
は
バ
ブ
ル
崩
壊

や
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
、
日
本
経
済
縮
小
の
傷
口
を

「
ば
ん
そ
う
こ
う
で
押
さ
え
る

施
策
」
だ
っ
た
と
表
現
す
る
。

経
産
省
は
産
業
構
造
審
議
会
の

新
産
業
構
造
部
会
で
ヘ
ル
ス
ケ

ア
産
業
、
新
エ
ネ
、
農
産
品
を

含
め
た
地
域
資
源
と
い
っ
た
新

た
な
分
野
に
注
目
し
つ
つ

日

本
再
生

に
向
け
た
青
写
真
を

描
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
大
震
災
後
の
産
業
振
興
策
を

打
ち
出
す
大
前
提
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
再
構
築
が
欠

か
せ
な
い
。
政
府
は
今
年
の
夏

を
め
ど
に
エ
ネ
政
策
の
「
白
紙

見
直
し

枝
野
経
産
相

を
進

め
て
お
り
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
な
ど
を
織
り
込
ん

だ
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

戦
略
」
を
示
す
方
針
。

年
に

策
定
し
た
大
震
災
前
の
現
行
エ

ネ
基
本
計
画
で
、
今
の
３
割
か

ら
５
割
に
引
き
上
げ
る
計
画
だ

っ
た
原
子
力
発
電
比
率
の
扱
い

と
電
源
ミ
ッ
ク
ス
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
が
最
大
の
焦
点
だ
。

　
そ
の
一
方
で
新
電
力
と
呼

ば
れ
る
特
定
規
模
電
気
事
業
者

Ｐ
Ｐ
Ｓ

が
急
速
に
存
在
感

を
高
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は

電
力
自
由
化
を
受
け
可
能
に

な
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
契
約
電

力

以
上

自
由
化
部

門

の
企
業
や
地
方
自
治
体
向

け
に
、
独
自
調
達
し
た
安
価
な

電
力
を
大
手
電
力
会
社
の
送
電

網
を
使
い
供
給
す
る
。

　
現
状
、
東
電
が
４
月
１
日
に

値
上
げ
に
動
く
こ
と
も
あ
っ

て
、
企
業
や

自
治
体
が
こ

の

Ｐ
Ｐ
Ｓ

電
力

を
奪

い
合
っ
て
い

る
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ

の
販
売
電
力

量
シ
ェ
ア
は

３
・
５
％
程

度
と

伸
び

し
ろ

は
大

き
い
。
し
か

し
、
大
手
電

力
の
送
電
網

を
使
う
た
め

の
「
託
送
料

が
高
い
」

Ｐ
Ｐ
Ｓ

な
ど
Ｐ
Ｐ
Ｓ

の
参
入
障
壁

は
低
く
な

い
。
経
産
省

は
自
家
発
電

設
備
を
持
つ

企
業
が
電
力

会
社
と
結
ぶ

「
自
家
発
補

給
契
約
」
に

つ
い
て
、
４

月
１
日
に
も

Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら

調
達
で
き
る

よ
う
指
針
を
設
け
る
な
ど
可
能

な
規
制
緩
和
を
進
め
新
電
力
を

も
り
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ３月３０日 金曜日 　　


